












70℃で反応を行うとpH8付近で反応初速度は最大だっ

た（Fig.７）。次いでpH8での初速度への反応温度の影

響を調べると90℃で最大だった（Fig.８）。ところが、

さらに16時間反応を継続した場合の収率は70℃で最も
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まった。Fig.９Bでの収率が低い原因は反応系内の何

らかの成分が酸化して触媒毒が生成し、酵素を失活さ

せたことによると推測している。反応系に硫化水素を

添加して酸素を除去した場合にもFig.９Aと同様の結

果が得られた（データは示さず）。

〔6〕生成物の光学純度

反応液をろ過して回収した反応生成物の光学純度を

測定した結果をFig.10Aに示した。Fig.10Bは標準物質

のD、L-Nalを反応生成物に混合したものである。反

応生成物はL-体に相当する単一のピークを示し
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